
くしろ丹頂

乳牛改良同志会新役員決定!!
（後列）清水理事、菱沼監事、大坂監事、伊深理事
（前列）林 副会長、瀧澤会長、植田副会長、松田理事

vol.103

JAくしろ丹頂
広報誌

�酪農振興会「酪農祭」————————————————— １
��釧路丹頂農協女性部通常総会— ———————————— ２
�釧路丹頂農協青年部通常総会— ———————————— ３
�釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会 /酪農セミナー— — ４
�チャレンジ６０「９４６運動」酪農シンポジウム�
釧路丹頂農協青年部音白支部 牛乳消費拡大運動————— ５
�新採用職員の紹介 /新採用職員研修 /役員報酬審議会—— ６

� �第２８回ＪＡ北海道大会「パネリストからの提言」————— ７
�理事会報告 /生乳生産実績— ————————————— ８

� �普及センターだより— ———————————————— ９

2 0 1 6 . 4

酪農セミナー（３月９日 鶴居村総合センター）

C O N T E N T S



酪農 振 興会「 酪農 祭 」開催

二
月
十
八
日
、
鶴
居
村

総
合
セ
ン
タ
ー
で
当
Ｊ
Ａ

酪
農
振
興
会
主
催
の
「
酪

農
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。組

合
員
及
び
関
係
者
、

計
五
十
九
名
が
参
加
し
、

㈱
石
井
獣
医
サ
ポ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
石

井
三
都
夫
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
乳
牛
の
繁
殖
管
理

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

繁
殖
障
害
の
経
済
的
損

失
、
繁
殖
成
績
の
目
標
、

妊
娠
率
、
発
情
発
見
率
等

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
よ
り
新
た
な
事

業
と
し
て
、
良
質
乳
出
荷

農
場
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、

平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら

十
二
月
出
荷
乳
量
に
対
す

る
体
細
胞
数
・
生
菌
数
が

優
秀
な
下
記
の
６
農
場
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

良 質 乳 出 荷 農 場 表 彰
○表彰農場
（体細胞の部）

最優秀賞 鶴 居 （合）橋　 村　 農　 場

優 秀 賞 音 別 筥　崎　昌　行　農　場

優 秀 賞 幌 呂 明歩谷　正　志　農　場

（生 菌 の 部）

最優秀賞 音 別 大和田　清　一　農　場

優 秀 賞 幌 呂 明歩谷　正　志　農　場

優 秀 賞 白 糠 高　原　好　幸　農　場

〜講演会を実施「乳牛の繁殖管理について」石井三都夫講師〜

明歩谷さん 橋村さん
（折笠会長）

高原さん
（五十嵐副会長）（對木専務）

1



三
月
十
六
日
、
本
所
で
第
十
回

釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
部
長
は
、「
こ
の
時

期
に
な
る
と
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、

五
年
前
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
の
被
害
で
す
。
酪
農
経
営
も
先

行
き
不
安
な
部
分
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
女
性
部
員
・
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

も
経
営
、
仕
事
、
家
庭
に
対
し
て

ま
た
一
年
間
、
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ

と
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

議
長
は
、
幌
呂
支
部
の
細
野
利

奈
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
し
議
事
は
全
件
承
認

さ
れ
、
総
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

釧路丹頂農協女性部 通常総会

ＪＡ女性組織綱領朗唱

細野利奈議長（中央）

〜女性部の一層の団結を目指して〜
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釧路丹頂農協青年部 通常総会

三
月
十
七
日
、
本
所
で
第
十
回

釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

石
黒
隆
行
部
長
は
、「
現
在
の

酪
農
情
勢
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
厳
し
い

情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
年
部

と
し
て
は
、
現
状
を
見
極
め
な
が

ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
で
は
、
七
回

目
と
な
る
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動

を
実
施
し
、
美
味
し
い
と
い
う
声

を
頂
き
、
生
産
者
と
消
費
者
が
顔

を
合
わ
せ
る
事
の
大
切
さ
を
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
部
員

と
と
も
に
命
の
大
切
さ
や
農
業
の

魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

議
長
は
、
音
白
支
部
の
伊
深
洋

平
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
し
議
事
は
全
件
承
認

さ
れ
、
総
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

ＪＡ青年組織綱領朗唱

伊深洋平議長（中央）

〜農業の魅力と重要性を発信し、より活気に満ちた青年部を目指して〜
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釧路丹頂農協乳牛改良同志会 定期総会

三
月
十
七
日
、
本
所
で
第
十
回

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
瀧
澤
一
成
会

長
が
挨
拶
し
、「
当
会
は
発
足
十

年
目
を
迎
え
、
現
在
の
同
志
会
の

良
い
雰
囲
気
を
若
い
世
代
へ
引
き

継
ぎ
、
さ
ら
に
気
持
ち
を
一
つ
に

切
磋
琢
磨
し
て
参
り
た
い
。
酪
農

は
先
行
き
不
透
明
で
す
が
、
釧
路

か
ら
酪
農
が
な
く
な
る
事
は
な
く
、

足
腰
の
強
い
酪
農
を
目
指
し
、
牛

作
り
、
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

議
長
は
、
音
白
支
部
の
對
木
賢

雅
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
、
役

員
改
選
等
に
つ
い
て
協
議
し
議
案

は
全
件
承
認
さ
れ
、
総
会
は
盛
会

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

三
月
九
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で

釧
路
管
内
酪
農
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
管

内
の
酪
農
関
係
者
92
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

㈱
ト
ー
タ
ル
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
獣
医
学
博
士
黒
崎
尚
敏
氏
に

よ
り
「
周
産
期
疾
病
を
減
ら
す
管
理
と
哺

育
・
育
成
」
及
び
㈱
ト
ー
タ
ル
ハ
ー
ド
カ

ー
フ
サ
ー
ビ
ス
代
表
佐
竹
直
紀
氏
に
よ

り
「
獣
医
師
の
始
め
た
哺
育
預
託
牧
場 

そ
の
戦
略
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ

れ
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

對木賢雅議長（中央）

乳牛改良同志会新役員
会　長 瀧澤　一成 鶴居
副会長 林　　稔幸 西部

〃 植田　紘史 鶴居
理　事 清水　武志 鶴居

〃 松田　浩二 西部
〃 伊深　洋平 西部

監　事 菱沼　拓郎 鶴居
〃 大坂　隼人 西部

釧
路
管
内

酪
農
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〜牛づくり・飼養管理技術の更なる向上を目指して〜
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チャレンジ６０「９４６運動」酪農シンポジウム

青年部音白支部 牛乳消費拡大運動 実施!!
～道東自動車道「庶路ＩＣ」開通記念イベントにて～

三
月
十
八
日
、
釧
路
で
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」

酪
農
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
管
内
の
酪
農
家
及
び
各
関

係
機
関
か
ら
１
２
８
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

き
く
ち
酪
農
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
代
表
菊
地
実
氏
に
よ

り
「
酪
農
現
場
で
活
用
で
き
る

適
期
刈
取
り
、
乾
乳
期
管
理
の

ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
今
ま
で

の
酪
農
経
営
と
こ
れ
か
ら
の
酪

農
経
営
、
酪
農
産
業
の
方
向
性
、

労
働
生
産
性
、
疾
病
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
等
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

北
海
道
農
業
公
社
就
農
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
野
長
三

郎
氏
は
「
就
農
・
就
業
者
の
確

保
に
向
け
て
地
域
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
」
と
題
し
、
農
業
の
担

い
手
の
状
況
、
就
農
へ
の
プ
ロ

セ
ス
、
新
規
就
農
者
の
経
営
状

況
、
新
規
参
入
者
の
受
入
支
援

体
制
事
例
等
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

三
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三

日
間
、
白
糠
町
・
道
の
駅
「
恋
問
」

駐
車
場
で
、
道
東
自
動
車
道
庶
路
Ｉ

Ｃ
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
よ
っ
て

こ
！
し
ら
ぬ
か 

道
の
駅
恋
問
館
へ

Ｇ
Ｏ
‼ 」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
は
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

青
年
部
音
白
支
部
は
、「
根
釧
牛

乳
」
約
二
千
杯
分
の
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

を
無
料
配
布
し
、
来
場
者
を
お
も
て

な
す
と
と
も
に
大
変
美
味
し
い
と
好

評
で
し
た
。

〜「9」草づくり「4」飼養管理向上「6」労働力・担い手確保の強化へ向けて〜
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四
月
五
日
、
本
所
で
役
員
報
酬
審
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

武
藤
組
合
長
か
ら
役
員
報
酬
審
議
会

の
委
員
七
名
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
役
員
報
酬
に
関
す
る
諮

問
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
一
日
、
本
所
で
、
今
回
採
用
と

な
っ
た
二
名
の
採
用
辞
令
交
付
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
て
社
会
人
一
日
目

を
迎
え
た
二
名
に
対
し
、
辞
令
交
付
後

に
研
修
を
実
施
し
、「
当
Ｊ
Ａ
の
概
要
・

組
合
員
と
は
何
か
、
Ｊ
Ａ
事
業
」
等
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

新採用職員の紹介

■所属部署／白糠支所　購買課　資材係
■年　　齢／21歳
■出 身 地／帯広市
■�出 身 校／�ＪＡカレッジ （Ｈ２８年卒）
■趣　　味／�映画鑑賞
■特　　技／卓球、マラソン

山
やま

本
もと

将
しょう

平
へい

■組合員の皆さんへ一言
最初は慣れない事ばかりですが、少
しでも早く仕事を覚えられる様明る
く、元気に努力して参りたいと思い
ます。組合員の皆様よろしくお願い
致します。

■所属部署／幌呂支所　家畜改良課　家畜改良係
■年　　齢／22歳
■出 身 地／神奈川県　茅ヶ崎市
■�出 身 校／�酪農学園大学 （Ｈ２８年卒）
■趣　　味／�牛グッズを集めること
■特　　技／ピアノ

大
おお

野
の

夏
か

織
おり

■組合員の皆さんへ一言
家畜人工授精師として働かせて頂け
る事に嬉しい気持ちでいっぱいです。
不安もありますが、牛が大好きな気
持ちとやる気は人一倍あると思って
います。ご迷惑をおかけする事もあ
ると思いますが、一生懸命頑張って
いきますので、ご指導の程、よろし
くお願い致します。

役
員
報
酬
審
議
会
開
催

新
採
用
職
員
研
修
を
実
施研修の様子
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第28回ＪＡ北海道大会「パネリストからの提言」

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂

き
ま
し
た
「
北
海
道
農
業
と
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第
３
回
は
、
森
久
美
子
氏
の
提

言
を
紹
介
し
ま
す
。

美
し
い
農
村
景
観
を
守
る
た
め

輪
作
体
系
の
教
育
を

景
観
に
つ
い
て
考
え
る
気
持
ち

を
お
話
し
し
た
い
。
以
前
、
写
真

で
見
た
美
瑛
町
の
農
村
景
観
に
び

っ
く
り
し
た
。
こ
の
美
し
さ
は
農

業
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
気
づ
い

た
。
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、

実
家
か
ら
届
い
た
北
海
道
の
野
菜

を
お
す
そ
分
け
を
す
る
と
、
食
べ

て
み
な
い
う
ち
に
「
北
海
道
の
で

し
ょ
、
お
い
し
い
ん
だ
よ
ね
」
と

必
ず
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
同
時

に
農
村
景
観
の
美
し
さ
や
清
涼
な

空
気
、
広
大
な
土
地
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
買
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
札

幌
市
民
あ
る
い
は
道
民
は
、
当
た

り
前
す
ぎ
て
、
農
業
生
産
が
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
風
景
だ
と

い
う
あ
り
が
た
み
が
欠
け
て
い
る
。

「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な

こ
の
景
観
」
と
い
う
の
は
、
半
分

は
冗
談
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
か
な
り
本
気
で
思
っ
て
い

る
。
農
業
が
継
続
さ
れ
な
い
と
、

こ
の
景
観
を
失
い
観
光
客
も
来
な

く
な
り
、
経
済
で
も
北
海
道
は
行

き
詰
る
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
。
食
農
教
育
の
分
野
で
、

み
な
さ
ん
個
人
個
人
は
頑
張
っ
て

頂
い
て
お
り
、
農
作
業
の
ご
苦
労

や
、
な
ぜ
お
い
し
い
の
か
と
い
う

話
は
さ
れ
る
が
、
案
外
、
輪
作
体

系
を
教
え
て
い
る
機
会
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
は
な
い
か
。

去
年
と
同
じ
農
村
景
観
を
撮
ろ

う
と
思
っ
て
行
っ
た
ら
、
な
ぜ
か

色
が
違
う
。
輪
作
が
あ
る
か
ら
だ

よ
と
都
会
の
人
た
ち
に
も
教
え
て

頂
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
の
力
で
あ
れ
ば

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

消
費
者
に
選
ば
れ
る

北
海
道
産
入
り
の
加
工
食
品

単
身
者
の
世
帯
数
が
全
国
平
均

で
戸
数
と
し
て
３
割
以
上
あ
る
。

生
鮮
食
品
に
使
う
食
料
費
が
非
常

に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
外
食
、

外
食
以
外
の
中
食
、
調
理
済
み
食

品
に
食
料
支
出
の
44
％
を
使
っ
て

い
る
の
が
２
０
１
３
年
度
の
統
計

に
出
て
い
る
。
加
工
食
品
を
食
べ

て
い
る
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ
け
日

本
の
も
の
や
道
産
の
も
の
を
意
識

し
て
く
だ
さ
る
か
が
非
常
に
重
要
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ

て
、「
北
海
道
産
を
使
っ
て
い
る
カ

ッ
プ
麺
」、と
か
表
示
な
り
宣
伝
文

句
を
つ
け
て
、
そ
の
分
、
仮
に
外

国
産
の
材
料
よ
り
10
円
高
く
て
も

買
う
、
と
い
う
消
費
者
を
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
海
道
の
目

指
す
農
業
、
農

村
の
姿
と
い
う

こ
と
で
、
５
５

０
万
人
と
共
に

と
い
う
こ
と
は

大
変
す
ば
ら
し
い
。
実
現
で
き
る

よ
う
、
私
た
ち
も
消
費
者
の
一
人

で
も
あ
る
の
で
力
に
な
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。
力
強
い
だ
け
で
な

く
、
今
ま
で
農
業
を
続
け
ら
れ
た

ご
年
配
の
方
た
ち
が
、「
自
分
の

人
生
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
」
と
思

う
よ
う
な
農
村
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

力
強
い
農
業
・
農
村
に
は
、
そ
の

こ
と
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
意
識

し
て
頂
き
た
い
。
Ａ
コ
ー
プ
の
買

い
物
支
援
も
含
め
て
地
域
の
人
た

ち
を
守
る
、
地
味
だ
け
ど
Ｊ
Ａ
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
を
ぜ
ひ
忘
れ
な

い
で
や
っ
て
頂
き
た
い
。

最
後
に
一
言

再
生
産
で
き
る
価
格
で
買
っ
て

頂
い
て
農
業
が
続
け
ら
れ
、
農
村

を
守
る
た
め
に
補
助
金
を
出
し
て

も
ら
う
。
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
ら
れ
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
を

し
て
頂
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
含
め
農
家
を

守
る
こ
と
が
、
道
民
の
健
康
や
生

活
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
。
農
業
に
対
す
る
理

解
が
な
い
人
た
ち
が
誤
解
な
く
農

業
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

～
第
２８
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

美
し
い
農
村
景
観
の
意
味
と
価
値�

加
工
食
品
の
材
料
に
も
北
海
道
産

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

森

久
美
子
氏

森
もり

　久
く

美
み

子
こ

氏
作家・エッセイスト

農林水産省・食料・農業・農村政策審議会
臨時委員／北海道農業・農村審議会委員
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■平成27年度 　生乳生産実績（3月）
月計乳量（kg） 3月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,850,717.3 104.0 102,230,914.6 104.3
（ 鶴 居 地 区 ） 2,934,915.6 101.5 34,775,167.5 105.3
（ 幌 呂 地 区 ） 2,396,803.7 107.6 26,910,463.1 104.1
（ 白 糠 地 区 ） 1,856,732.5 102.8 21,529,138.7 103.1
（ 音 別 地 区 ） 1,662,265.5 105.2 19,016,145.3 104.3

管 内 計 45,868,988.2 104.0 533,896,149.0 103.0
（前年度管内計） 44,084,604.1 518,488,862.9

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  「活字離れ」という言葉をよく聞きます。新聞や書籍など紙に印刷された
文字媒体の利用率が低下し、インターネットやブログ、Ｅメールなど「デ
ジタル活字」の普及により、活字を通した多様な文化形成が進んでいると
いう見方があります。活字離れにも活字を読む側と発信する側で意味合い
も大きく変わるようで、狭い意味と広い意味での議論があるようです。こ
の広報誌の作成にあたっても無関係ではなく考えさせられます。

理　事　会　報　告
３月定例理事会　平成28年3月28日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．自己査定結果について
５．事業の実施処理状況について
６．経営定期点検の実施結果について
７．平成２７年度内部監査の業務活動報告について
８．平成２７年度事業報告及び決算概要について
９．�内部統制（コンプライアンス･プログラム含む。）
及びリスク管理に係る取組状況について

10．�畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械
リース事業）の取扱いについて

付議事項�
議案第１号　�平成２８度（第１１年度）事業計画の設定

について
議案第２号　平成２８年度諸利率・料率の設定について
議案第３号　貸付金の利率の最高限度について
議案第４号　定款の一部変更について
議案第５号　�（附属書）役員選任規程の一部変更につ

いて

議案第６号　規約の一部変更について
議案第７号　信用事業規程の一部変更について
議案第８号　�第１０回通常総会の招集および提出議案

について
議案第９号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第10号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第11号　理事に対する資金の貸付について
議案第12号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第13号　�当座貸越（クミカン口及び総合口座Ⅱ型）

の利率の改定について
議案第14号　融資の承認について
議案第15号　�特定組合員に係る特別運用基準の対象

組合員について
議案第16号　平成２８年度の余裕金運用について
議案第17号　�平成２８年度コンプライアンス・プログラ

ムの設定について
議案第18号　役員報酬審議会の設置について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�春季地区別懇談会の開催について
２．当面の業務日程について



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
103—
平
成
28
年
4
月
発
行

■
印
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白
糠
印
刷
㈱

　
二
○
一
五
年
八
月
に
掲
載
し
た

「
繁
殖
成
績
改
善
の
た
め
に
」
で
は
、

①
初
回
授
精
開
始
日
数
の
早
期
化
、

②
繁
殖
管
理
作
業
の
確
実
な
実
施
、

③
繁
殖
管
理
作
業
の
ル
ー
ル
化
、

④
分
娩
前
後
の
綿
密
な
栄
養
管
理
に

よ
る
健
康
状
態
の
維
持
、
が
必
要
だ

と
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
初
回
授
精
開
始
日
数
の

早
期
化
（
釧
路
管
内
の
現
状
は
八
八

日
）
と
そ
れ
に
伴
う
発
情
観
察
・
発

見
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一　

�

初
回
授
精
開
始
日
数
と�

繁
殖
検
診
に
つ
い
て

牛
群
の
平
均
分
娩
間
隔
の
目
標
値

は
飼
養
状
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
十
三
ヵ
月
ま
た
は
四
○
○
日
以
下

を
目
標
と
す
る
こ
と
が
現
実
的
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
般
的
に
子
宮
や
卵
巣
の
回
復
が

順
調
で
あ
れ
ば
初
回
発
情
は
四
五
日

以
内
に
き
ま
す
。
分
娩
間
隔
の
目
標

を
十
三
ヵ
月
に
す
る
と
授
精
開
始
日

数
は
分
娩
後
六
○
日
頃
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
何
も
し
な
く
て
良
い

と
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初

回
発
情
日
を
記
録
し
、
そ
の
二
一
日

後
に
発
情
兆
候
を
集
中
的
に
観
察
す

る
こ
と
で
、
適
期
授
精
が
可
能
と
な

り
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
分
娩
後
四
○
日
以
内
に
行

う
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ェ
ッ
ク
で
子
宮
や

卵
巣
機
能
の
回
復
状
況
に
つ
い
て
検

診
を
受
け
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。

早
期
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
必
要

な
措
置
を
と
る
こ
と
で
、
空
胎
日
数

の
短
縮
が
図
ら
れ
、
分
娩
間
隔
を
目

標
値
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

繁
殖
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の

事
例
（
図
２
）

こ
の
農
場
で
は
、
繁
殖
管
理
の
手

法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
実
践
し

た
こ
と
に
よ
り
、
常
に
一
定
し
た
対

応
が
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
空
胎
日
数
一
二

○
日
前
後
、
分
娩
間
隔
四
○
○
日
以

下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　

発
情
観
察
・
発
見

乳
牛
が
示
す
発
情
兆
候
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
時
間
帯
に
多

く
の
牛
が
兆
候
を
示
す
の
が
分
か
り

ま
す
（
表
１
）。
作
業
時
間
を
考
慮

す
れ
ば
実
際
に
観
察
を
行
う
際
は
早

朝
に
最
も
重
点
を
置
く
こ
と
が
効
率

的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
発
情
発
見
効
率
化
の
事
例

こ
の
農
場
で
は
、
目
視
に
よ
る
発

情
観
察
と
歩
数
計
（
写
真
１
）
の
デ

ー
タ
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
発
情
の

見
逃
し
が
無
く
な
り
、
適
期
に
授
精

で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

分
娩
前
後
の
綿
密
な
栄
養
管
理
に

よ
る
健
康
状
態
の
維
持
な
ど
の
事
例

に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
機
会
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
八
年
三
月
作
成
）

写真１　使用している歩数計

繁
殖
成
績
改
善
のため

に
②

図２　分娩後の繁殖管理の例

分娩後60～80日以内に受精

全頭、分娩後40日頃にフレッシュチェック

授精後60日以上で再妊鑑

分娩へ 再授精

治療

授精

正常 異常

＋ －

調子が悪い牛＊

２週間おきに検診・治療

＊食いが悪い牛、
　分娩時に太って
　いた牛など

授精後35～40日位で妊鑑

図1 初回発情の発見と適期授精

表１　発情兆候が始まる時間帯（Cornel University）
時間 兆候を示す牛 時間 兆候を示す牛

AM6時～正午 22% PM6時～深夜 25%
正午～ PM6時 10% 深夜～ AM6時 43%
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